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〔著書〕 Fire Sent From Above: Reading Lamentations in the Shadow of Hiroshima-Nagasaki.

















〔著書〕 『삼위일체론의 역사（三位一體論の歴史）』（새울 : 대한기독교서회 , 2008）（共著，ソ
ウル：大韓基督教書会，2008），『교회론（教会論）』（서울 : 대한기독교서회 , 2009）（共著，ソ
ウル：大韓基督教書会，2009），『성령과 기독교신학（聖霊とキリスト教神学）』（서울 : 대한
기독교서회 , 2010）（共著，ソウル：大韓基督教書会，2010）『신론（神論）』（서울 : 대한기독
교서회 , 2012）（共著，ソウル：大韓基督教書会，2012），『에큐메니즘 : A에서 Z까지（エキュ
メニズム：AからZまで）』（서울 : 대한기독교서회 , 2012）（共著，ソウル：大韓基督教書会，
2012）。
〔訳書〕 カール・バルト『바르트 교회교의학 개관（バルトの教会教義学概観）』（서울 : 크리스
찬다이제스트사 , 1994）（ソウル：クリスチャンダイジェスト社，1994），Stanley J. Grenz『조
직신학 : 하나님의 공동체를 위한 신학（組織神学：神の共同体のための神学）』（고양 : 크리스
찬　다이제스트사 , 2003）（コヤン：クリスチャンダイジェスト社，2003），Daniel L. Migliore
『기독교조직신학개론 -전면개정판（キリスト教組織神学概論——全面改定版）』신옥수 ·백충







〔論文・訳書〕「일본교회에서 “디아코니아” 신학과 실천（日本の教会における「ディアコニ
ア」神学とその実践）」（제6회 소망신학포럼，2007年），「일제시대에 있어서 일본의 지적 상
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院大学総合研究所助教授，准教授，を経て現職。Ph.D.（University of Durham, England）; M.Div.
（Golden Gate Baptist Theological Seminary）; 教育学修士（慶応義塾大学大学院）。研究領域は
キリスト教神学・倫理学。
〔著書・論文〕Theology of Culture in a Japanese Context: A Believersʼ Church Perspective, Princeton 
Theological Monograph Series （2012）; “The Challenge of Yoder and Hauerwasʼ Theology in the 
Japanese Context”;  『ジョン・H・ヨーダーの神学：平和を作り出す子羊の戦い』（共著），「キ
リスト者と戦争：歴史的概観と今後の課題」，「ダビデ：神への恐れと信頼」他。
金　 恩 恵　キム・ウネ（김은혜  Un-Hey Kim）
長老会神学大学校助教授。キリスト教倫理学。
1963年生まれ。ソウル女子大学校経営学科，長老会神学大学校神学大学院卒業，米国 , Drew 
University（S.T.M.），米国 , Claremont Graduate University（Ph.D.）。
〔著書〕 『생명신학과 기독교 문화（生命神学とキリスト教文化）』（쿰란 , 2006）（クムラン：
2006），『교회와 사회（教会と社会）』（기독교윤리실천협의회 , 2003）（基督教倫理実践協議会 , 






『歴史と神学』（共著，聖学院大学出版会，2006年），“Japanese and Korean Church Relations 
from 1945 to 1967: The Path to Reconciliation,” A. Fujiwara and B. Byrd eds., Post-disaster 
Theology from Japan（Seigakuin University Press, 2013）。
〔訳書〕 『바른기도와 그 열매（正しい祈りとその実り）』（大韓基督教出版社，ソウル，1999年，
P. T. Forsyth, The Soul of Prayerの韓国語翻訳），『청교도』（基督教連合新聞社，ソウル，2010
年，大木英夫『ピューリタン』の韓国語翻訳）。
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5 月）pp.154—193，“DPRK Troop Dispatches and Military Support in the Middle East: Change 
from Military Support to Arms Trade in the1970s,” EAST ASIA, Volume 27, Number 4 （November, 
2010）pp.345—359 など。
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村 松　 晋　むらまつ・すすむ
1970年11月生。2000年3月，筑波大学大学院博士課程歴史・人類学研究科修了，博士（文学）。
現在，聖学院大学人文学部日本文化学科准教授。専攻は近代日本思想史，精神史。近著に「松
田智雄の思想——歴史とプロテスタンティズム——」（『ピューリタニズム研究』第5号，日本
ピューリタニズム学会，2011年），「坂口安吾——堕落論の射程——」（『南原繁と日本国憲法』，
Editex社，2011年），「吉満義彦の人間観——『近代の超克』と〈ヒューマニズム〉——」（『聖
学院大学論叢』第24巻第2号，2012年）など。
田 中　 佳　たなか・けい
一橋大学社会学部，パリ第一大学大学院考古学・美術史研究科を経て，2009年3月，一橋大学
大学院社会学研究科博士後期課程修了。博士（社会学）。一橋大学大学院社会学研究科特別研
究員，聖学院大学政治経済学部ほか非常勤講師。2013年4月より徳島大学総合科学部准教授。
専攻は近世フランス文化史・美術史。
〔論文〕 「美術における『公衆』の誕生——1740年代後半の論争を中心に」『一橋論叢』第131
巻第2号，日本評論社，2004年2月，55—73頁 ; 「アンシァン・レジーム末期の偉人の称揚——
ダンジヴィレの『奨励制作』偉人像と美術館の役割」『日仏歴史学会会報』第26号，2011年
6月，3—18頁 ; 「フランス革命前夜における美術行政と公衆——ダンジヴィレの『奨励制作』
（1777—1789）を事例として」『西洋史学』，第242号，2011年，38—56頁ほか。
〔翻訳〕 『ルーヴル美術館展——美の宮殿の子どもたち』（展覧会カタログ），共訳，朝日新聞
社，2009年3月；『マリー＝アントワネットの画家ヴィジェ＝ルブラン展』（展覧会カタログ），
共訳，日本経済新聞社，2011年3月；ジャン＝マリー・ペルーズ・ド・モンクロ『芸術の都 パ
リ大図鑑——美術・建築・デザインの歴史』，共訳，西村書店，2012年8月；『シャルダン展』
（展覧会カタログ），共訳，NHKプロモーション，2012年9月ほか。
安原　陽平　やすはら・ようへい
1979年生まれ。早稲田大学教育学部卒業，同大学院社会科学研究科修士課程修了。同博士後
期課程を経て，現在，東京学芸大学特任講師ならびに聖学院大学非常勤講師。専攻は，憲法
学，教育法学。
〔論文〕 「公立学校教員志願者の『適性』と基本権保障に関する比較憲法学的考察——ドイツ
における憲法忠誠と就業禁止実践を参考として——」（『社学研論集』2009年，第13号），「公
務員の勤務時間外における憲法上の権利保障に関する特殊性——特殊身分的公務員観から公職
担当者という公務員観へ——」（『社学研論集』2011年，第17号）など。また共同研究として
西原博史・佐藤晋平・葛西耕介・福嶋尚子・安原陽平「最高裁教育判例における教師像の展
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開——学テ判決と「君が代」処分違法判決をつなぐもの——」（『教育行政学論叢』2012年，第
32号）。
〔訳書〕 西原博史・安原陽平「アイヴィンド・スミス『北欧諸国の違憲審査』」（『比較法学』
2008年，第41巻第3号）。
